




































する相違点とを指摘する みにとどまり、事例研究 域を出ていな というきらいがある。以上、先行する研究として畿内近国支配における大坂の用聞・用達を中心とする研究と、萩藩領支配における「郡
問屋」を対象とした筆者の前稿と 振り返った。前稿の問題点につい はすでにみた。
では支配の実務を請け負う
都市町人の実態解明という目的からみた場合の用問・用達研究の問題点とは何か。まずもって先行研究 特徴としていえるのは、機能論中心である いうことである。支配における用 ・用達の機能を明らかにしたうえで、近世
? ?







用達との関係についてはどうであろうか。たしかに の検討から支配役所へ用問・用達が出入りしていることはわかる。しかし、領主側の史料や用問・用達を合む町人・町方の史料による位置づけはなさられておらず、直接に関係を明らかにす ことは きてはいな のではないか。これは、畿内近国地域においては町奉行所や領主、
町方
の史料が、残存しないなど 理由でかならずしも利 可能とは限らない状況 もと、彼らについて明 かにすることが必ずしも容易では という史料的制約による のである。今後新史料群 発見等による飛躍的 状況の改善か方法の開発が無い限り、
用問・用達の実態解明の進展は難しいのではないだろうか。
いっぽう、筆者が本稿で前稿にひきつづき対象地域とする萩藩は、町方の史料は十分に利用できる状況になく制





















































































萩・江戸郡夫が確保され にあたっては、郡問屋が大きく関与していた。 のことについ 次の史料をみよう。る家臣に武家奉公人としてつけられる萩・江戸郡夫とがあり、
一江戸御参勤之節、御供之御家来中百連候中関奉公人井御留守番手之諸士中召連候中間奉公人共ニ、近年不如意一一相成、諸土中迷惑仕、第一御供一途之難御間相、只今之通一一而は不相済儀ニ付而、段々御詮儀之上諸郡御蔵入・給料共に高弐千石一一付壱人充 役目として出人被仰付候条、於諸在々一家を構候本人百姓を除、二男・三
萩藩村方支配における政策の展開と城下町町人の役割
男等之内を以、地下より差出可申候事(四か条略、出入の人柄などについての諸規定)一右之出入は郡々之問屋江先一通り正月中罷出可申候、左候ハ、御供之面々より問屋江可申達候問、於問屋奉公人望帳を捺置、前後之沙汰を以、出人之人数ニ過候ハ、、請合申間敷候、左候而右之出入主人何某江奉公人何左衛門をかため候通、問屋承置 二月 替り時分より奉公ニ罷出可 候事
付り、請状等仕候は\其郡々之問屋請人ニ立候様ニ可被申付候事









































萩藩戸籍帳仕法自体については、既に研究がある。この先行研究に依拠して、戸籍帳仕法についてまとめると次役割について明らかにし、のようになる。戸籍帳仕法での は、各家世帯の家族構成や飼育牛馬を書き上げたものが基本となっている。出生・死亡・縁組・出奔・地下暇による変動が、書き加えや抹消というかたちで記録 、他所への奉公・出稼ぎによる臨時的な異動は、「一書」とし 注記をおこなうというかたちで記録され そして、組ごと 整理、各村浦町ごとの集計が行われ、代官所への提出がなされる。さらに代官所管すなわち宰判内の集計がなされ、郡奉行所へ提出される。また、戸籍帳における記載をもとにして 本籍を離れて移動する奉公人・出稼ぎ人について 「送り状」による統制を加えようとするものでもあった。具体的には次のよ、ヮである。他所へ奉公・出稼ぎに ょうとする者は、畔頭へ届け、庄屋から 「送り状」を取らねばならなかった。そして奉公先に着き次第、
そこの庄屋・町年寄


























何年可召抱候、相違無之哉之事」である。さらに「問屋名前を書入置」いである。これはそのまま奉公先主人から郡問屋への問い合わせ状として機能するものであった)を「奉公稼之もの江渡」す。奉公人 、奉公先の主人へそれを提出する。③一方 奉公先の主人の側で 奉公人を召し抱える際にその身元について郡問屋へ「間合之努紙」によって問い合わせ、相違ない場合に、宿・請人を取らせて召し抱えることになっている。主人は「間合之勇紙」を郡問屋のもとに送り、郡問屋は「問屋名下江印形を調」、来使(奉公先の主人より 使 の者)へ返す。④こ 時郡問屋は「奉公人帳」を作成し奉公先と期限 記録しておく。そして期限がきた ば をその郷里へ帰し、代官所に届け出を行う。その際帰郷する奉公人・出稼ぎ人に「送 状は取帰らせ」、「畔頭 江 「差 」させる。また 史料の別 個所 は、「送り状之案安永八年ニも有之候へ共、認方・猶於萩郡問屋間合・切紙等新ニ余
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問屋という存在があり、彼らは奉公人・出稼ぎ人の身元照会・帰郷の管理を執り行わせ に誠 都合がよい存在であったこ は推察される。また、
地方から他の地方への奉公・出稼ぎ人に比べて、
城下町へのそれの管理について



























































































ったものを改めることにしたのである。また、この従来のあり方を否定する理由については、費用(問屋には滞在中の賄代そ 他を支払わねばならない)がかかりすぎるという問題があり、そ によって番人(「親類組合番」)となる者に迷惑がかかる(農業 年貢納入への支障、取り逃がし 時に径を る}という問題と、殺人さえも「内
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い者の問題 、村支配の問題としてだけでなく城下町都市の 題・藩領国全体 問題とし らえ ということではな か。そ てさらに問屋預かりをやめて「溜」と目明かし・手先の とする際に宰判ごとに目明かし・手先の番人を何人か立てて出すという人数のかたちではなく、扶持方 諸雑費と う費用の問題としたことは、「多人数」にしないという「合理化」とともに、宰判以下地域との結びつきの強いあり方において、
郡問屋にとってかわり、































策に特に顕著なように、近世にお てつくりあげた支配のシステム自体を部分的にあ らめて変更したときで った。本稿は郡問屋に力点を置いたため、政策や改革自体の検討に不十分な点があり、藩政策史としては点と線のようなもので物足りなきがある 、郡問屋のよう 政策の実現・実務の担い手に注目すること よる藩政策史の可能性は示すことができたのではなかろうか。支配の実務を請け負う都市町人の研究として今後課題とすべきことは多い。以下に三点のみに絞って述べる。第一に、本稿は藩権力との関係に視角を限定して論じたため、村方支配における郡問屋の諸機能の一部しか取り上げることができなかった。先行研究で明らかに っ いること 類似するものを含めて郡問屋の 全体像を描き
出す機会が必要である。第二に、郡問屋を含めた諸存在聞の関係について分析が必要である。たとえば、
郡問屋と


































































The Development of Local Administrative Policy in 
Hagi Clan and the Role of the Merchants in the Castle town 
Hirofumi KA T?
Regarding the village administration in early-modern J apan, 
merchants were given an authority from the lords to control the 
village. Immensely involving in the administration，出ey did not attach 
to the lords, or to the peasants who were under the administration. 
This paper studies the function and the role of “Gun-doiya" (郡問
屋)， merchants in the castle town were granted the “contract" to actuｭ
alize the control in the territory of the Hagi clan, in the village 
administration. It discusses about the characteristic of village adminisｭ
tration in the early modern period, that depended on the “contract" of 
these merchants. Using manuscript of the lords of Hagi clan as a main 
source, it focuses on the relation of “ Gun-doiya" of Hagi-clan with 
their lords, and clarify their role in the policy-making of village adminｭ
istration within the domain. Consequently, it will discuss the process of 
the administration by focusing on the “Gun-doiya". 
This paper analyses various functions of “Gun-doiya". For examｭ
ple, working as agents in collecting taxes for the lord, reserving servｭ
ants for Bushi, making the census law, reforming civil affairs in the 
Hagi clan in the end of the eighteenth century, and settling lockups in 
a castle town of Hagi in the middle of the nineteenth century. It also 
studies their relation with the feudal authority. The result of the studies 
can be described below. 
“Gun-doiya" of Hagi clan had implemented many kinds of works 
in the village administration. Some includes the work like actualizing 
administrative policies. Thus, it can be said that the role of “Gun-doiya" 
was indispensable in the village administration. 
Due to the rival over gavel collections, the authority of the Hagi 
clan planned to reduce the burden of the peasants except the gavelｭ
paying, and tried to reduce rice tax the peasants had to pay to Gunｭ
doiya. However, the government failed to realize the significance of 
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Gun-doiya who were not either on the lord's side or the peasent's side, 
and who were granted “ contracts". So they failed to regulate effective 
rules. The reason why the government was able to eliminate Gun.doiya 
and the rules about them is because there was a partial change in the 
administrative system in. the clan in the early-modern period. This 
change can be clearly seen in the policy of settling the lockups in the 
castle town of Hagi in the middle of the nineteenth century. 
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